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小児における点滴固定法の検討　第2報
一改良手袋固定による児に与えるストレスー
10階西　○笠井千恵　和田麻梨恵　宮暗留美子
1はじめに
　小児における静脈内持続点滴注射（以下点滴と略
す）の管理は対象の成長発達を考慮し、行動制限を最
小にとどめ、さらに安全かつ確実であることが要求
される。当病棟では、従来シーネを用いた点滴固定を
行なってきた。しかし、安全で確実ではあっても運動
制限を伴い、小児にストレスを与えることになる。そ
こで、平成13年度の研究でシーネを外しても安全に
点滴を行える固定用具（以下旧手袋固定と略す）を作
成し、安全、ストレス、清潔に着目した調査を行った。
その結果、旧手袋固定は小児のストレス軽減に有効
であり、簡便性、清潔性に優れているという結果が得
られた。しかし、旧手袋固定は補強性を考慮して綿製
の紐を使用し、さらに親しみのあるキャラクターデ
ザインの布地を用いたところ、児が興味から固定用
具を触るという報告があった。また、昨年度の研究以
降も当病棟ではシーネ固定が多く用いられており、
看護師は旧手袋固定の安全性は明らかになったもの
の、児が興味を示す固定用具の使用を避ける傾向に
あると考えられた。このことから、病棟内で広く用い
られるように、昨年度の反省をふまえ改良した手袋
固定（以下新手袋固定と略す）を使用し、児に与える
ストレスを旧手袋固定と比較検討したのでここに報
告する。
皿研究方法
1．期間：2002年9月1日～11月15日
2．対象：点滴をしている1歳～5歳未満の患児
　　　　　旧手袋固定群10名（1歳4名、2歳2名、
　　　　　3歳3名、4歳1名：平均2．1歳）
　　　　新手袋固定群10名（2歳1名、3歳2名、
　　　　　4歳7名：平均3．6歳）
3．研究場所：東京医科大学病院10階西病棟
4．調査内容：
　1）旧手袋固定（図1）を参考に作製（図2．）した。
　　布地は旧手袋固定と同様にキルティングを用
　　い、取り外ししゃすいようにマジックテープを
　　使用した。旧手袋固定は補強性を考慮して綿製
　　の紐を使用したが、新手袋固定は紐を用いずに
　　旧手袋固定で使用したマジックテープより強
　　力なものを用いた。キルティングはキャラクタ
　　一のデザインから無地に変更した。また、児の
　　手の大きさに合うように1歳～2歳用、3歳～
　　4歳用の2種類を準備した。
　2）対象患児には入院時より旧手袋固定、新手雨湿
　　　定のどちらかを装着。
　3）質問紙調査法を用い、旧手袋固定または新手袋
　　固定装着時の児の様子を受け持った看護師が
　　記入した。
　　調査日は入院による環境の変化や病状からの
　　影響を考慮して入院3日目とした。
　　質問紙は昨年度の研究と同様に茅野1）らや古
　　市3）らのチェックリスト（安全性3項目、スト
　　　レス20項目、清潔性6項目）を使用
　4）アンケート調査により旧手袋固定群と新手袋
　　固定群で比較検討。
　5）さらに児のストレスの変化について検討するた
　　め20項目について点数化（全20項目40点満点、
　　二者択一）した。
5．調査結果の分析1調査結果は記述統計および一一
　部t検定を行った。
皿結果
1．安全性（図4：1～3項目）
　　点滴が漏れたのは旧手袋固定群0人（0％）、新手
　　袋固定群1人（10％）であった。そして、滴下のス
　　ビードが変化したのは旧手袋固定群が3人
　　（30％）、新手袋固定群が1人（10％）。また、固定
　　が外れたのは旧手袋固定群1人（10％）、新手袋
　　固定群が0人（0％）であった。
2．ストレス（図4：4～23項目）
　　点滴部位に関心を示したのは旧手袋固定群4人
　　（40％）、新手袋固定群0人（0％）で、固定用具を
　触ったのは旧手袋固定群6人（60％）、新手袋固
　　定群1人（10％）であった。また、固定用具を外そ
　　うとしたのは旧手袋固定群2人（20％）、新手袋
　　固定群0人（0％）で、固定用具を外したのは旧手
　　袋固定群2人（20％）、新手袋固定群0人（0％）で
　　あった。さらに、手遊びが不自由だったのは副手
　袋固定と新手袋固定ともに0人（0％）であった。
　　ここで、ストレスについて詳細に検討するため
　点数化した。旧手袋固定群と新手袋固定群のグ
　　ループ問で児のストレスについて比較検討を行
　　つたところ、旧手袋固定群の標本平均は23．75で
　新手袋固定群の標本平均は20．1であった。t検定
　　により、両側有意0．047408746＞有意0．05で両者に
　差があった。
3．清潔性（図4：24～29項目）
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固定内の皮膚に臭気があったのは旧手袋固定群
0人（0％）、新手袋固定群1人（ユ0％）、垢が出た
のは旧手袋固定群0人（0％）、新手袋固定群1人
（10％）、固定内が蒸れていたのは旧手袋固定群
2人（20％）、新手袋固定群3人（30％）であった。
また、固定用具が取り替えにくかったのは旧手
袋固定群0人（0％）、新手袋固定群1人用10％）で
あった。
lv考察
1．安全性について
　　「滴下のスピードが変化した」以外は両固定とも
　　に大きな差はなかった。新手袋固定には紐を使
　　痛しないことで固定が外れやすいのではと危惧
　　し、強力なマジックテープを使用して接着面も
　　多くとったが、固定が外れた児はいなかった。
2．ストレスについて
　　昨年度の研究報告で残された問題点の、「点滴部
　　位に関心を示した」と「固定用具を触った」はと
　　もに旧手袋固定群より新手袋固定群が少なく、
　　改善されたと考えられる。さらに、固定用具をよ
　　りシンプルにすることで、児が関心を示さずに
　　手遊びも不自由なく行なえた為に、自ら固定用
　　具を外すことがなく安全性にもよい影響があっ
　　たのではと思われる。また、全体のストレス項目
　　の点数による比較も新手袋固定群が旧手袋固定
　　群よりも改善されていることがわかった。しか
　　し、新手袋固定群は4歳が7名であるのに対し
　　旧手袋固定群は1歳が4名と対象数が最も多い
　　年齢が年少であったことから、その影響も踏ま
　　えた検討が必要である。小児は成長発達に伴い
　　遊びの範囲が著しく広がっていく。両手袋固定
　　群ともに手遊びには不自由しなかったが、新手
　　袋固定群においてよりストレス項目の点数が低
　　かったのは、年長者が多く遊びの範囲が広がり
　　気分転換できたと考えられる。
3．清潔性について
　新手袋固定群は旧手袋固定群と同様、吸湿性・
　　通気性に優れるキルティングを使用した。しか
　　し、固定内の臭気、垢、蒸れの項目においては新
手袋固定群の方が多かった。これは、補強のため
マジックテープの接着面を旧手袋の2倍にしたこ
とで、キルティングが重なって厚くなり吸湿
性・通気性が劣ったためと考える。
Vまとめ
1．布地のデザインや紐について改善したことで、点
　滴部位に関する児の関心を軽減できた。
2．マジックテープを強力にすることで安全性は保
　　たれる。
一V【おわりに
　今回の研究において、調査日を入院3日目に限定
したことで、旧手袋固定群と新手袋固定群ともに対
象となった児が10人ずっと少人数であったため、十
分なデータを得ることができなかった。また、固定が
外れないデザインにとらわれすぎて、清潔性におい
て昨年度と明らかな違いが出た。今後は、本調査の結
果を生かし改善を重ね、実際に使用されるようにし
ていきたい。
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図2　新手袋固定
　　　　　　　　　　　　　固定用具は再生しにくい
　　　　　　　　　　　　固定用具は取り替えにくい
　清　　　　　　　　固定内の皮膚に発赤があった
　潔　　　　　　　　　　　固定内が濡れていた
　　　　　　　　　　　　固定内の皮膚に垢が出た
　　　　　　　　　　固定内の皮膚に臭気があった
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　　　おしゃぶりをしょうとしてできない仕草がみられた
　　　　　　　　　　　　　　　　不機嫌であった
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　　　　　　　　　　固定用具の交換時に哺濡した
　　　　　　　　　　　　点滴部位に関心を示した
　　　　　　　　　　　　　手遊びが不自由だった
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図3　新手袋固定と旧手袋固定の装着時の状況
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図4　新手袋固定群と旧手袋固定群のストレス項目の平均点
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